
【通級開始までの流れ】 ※令和 2年 2月現在

詳しくは堀船小学校日本語適応指導教室へ、ご相談ください。

【学校までの道順】

① 入級申し出

児童の保護者が

入級希望用紙を記入

↓

在籍校：副校長／担任

② 入級申し込み

在籍校：副校長

↓

学事課係に

入級希望用紙を提出

③ 面談日時の調整

在籍校：副校長／担任

↓

日本語適応指導教室に

連絡

⑤ 通級開始

※初めての通級日時は、

在籍校担任から保護者に連絡

④ 入級面談（堀船小学校）
保護者・児童・日本語教室担任

※ 通級曜日・時間を決定

↓

在籍校に連絡

日本語適応指導教室のご案内

日本語適応指導教室の教育目標

１ 進んで日本語を学ぶ子ども

２ 目標に向かって努力する子ども

３ 母国や日本の言葉や文化を大切にする子ども

北区立堀船小学校

〒 114-0004 東京都北区堀船２－１１－９

０３－３９１２－２１２３（日本語適応指導教室直通 電話・ＦＡＸ）

０３－３９１２－２８６８（職員室）



【こんな児童のための教室です】

◇ 外国から日本に来て、初めて日本語を学習する児童

◇ 日常会話はほぼ不自由なくできるが、学習言語をまだ習得していない児童

◇ 海外から帰国後間もないために、日本語の語彙が不十分で、

教科学習の内容や、生活習慣などについて不安をもっている児童

【こんな指導をしています】
児童の実態に応じて、個別指導または少人数グループでの指導を行います。

＜日本語指導＞
⇒日本で生活していくうえで必要となる、日本語の基礎を指導します。

（挨拶・ひらがなやカタカナの読み書き・表記と発音の一致・語彙・文型ほか）

⇒在籍校の友達や先生とコミュニケーションがとれるよう、話す・聞く力を身に付

けられるようにします。

⇒身近な出来事や考えた事などを話したり、書いたりして伝えられるようにします。

⇒言葉の世界が広がるよう、易しい読み物を紹介します。

＜適応指導＞
⇒体験したことのない学習や活動・学校行事について説明します。

（給食・プール・運動会・移動教室 等）

⇒日本の季節の行事を楽しんだり、自国の文化を紹介したりする機会を設け、各国の

文化を大切にする気持ちを育てます。

⇒安心して学校生活を送ることができるよう、在籍校と連携して支援を行います。

＜教科指導＞
⇒児童の学習言語能力の発達も考慮し、適切な教科学習の支援を行います。

・学習で使う言葉や指示を聞き取る

・友達や先生の前で話す

・未習の学習内容を補う

・教科書の内容が大まかに分かるようにする

・第１学年～学年相応の漢字の読み書きを練習する

・いろいろな文章を書く など

⇒教科学習につながる指導は、できるだけ早い段階から行っていきます。

【こんな児童が通って来ています】
◇ 通級児童数（堀船小学校日本語学級 学区域在籍校別） ※令和２年９月現在

王 子 王 子 滝野川 としま 柳 田 東十条 豊 川 堀 船 合 計

第 一 第 五 若 葉

０ ０ ３ ２ ０ ０ １ ８ １４

◇ 通級児童数（国・地域別） ※令和２年２月現在

中国 インド ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｼｭ 合計

１２ １ １ １４

【通級のきまり】
◇ 通級できるのは、原則として小学３年生以上です。

１・２年生の場合は在籍校に日本語適応指導員が派遣されます。

◇ １回２時間（９０分）で、原則として週２回通級します。

◇ 通級の時間

午前 ８：３０～１０：００

自宅から通級し、終了後に在籍校へ戻ります。

１０：３０～１２：００

在籍校から通級し、終了後に在籍校へ帰ります。

午後 １３：３０～１５：００

在籍校から通級し、終了後に自宅へ帰ります。

◇ 通級前に、児童が日本語適応指導教室へ電話連絡するように指導しています。

・学校から通級する場合は、児童に職員室から電話連絡させてください。

・自宅から通級する場合は、児童が自宅から電話連絡します。

◇ 学習終了後、児童が日本語適応指導教室から在籍校へ電話連絡します。

◇ 在籍校に帰る場合は、到着後、児童に職員室から電話連絡させてください。

◇ 通級経路に関する安全指導は、在籍校が行うものとします。

日本語適応指導教室でも注意を呼びかけます。


